
序章：アメリカ文化外交小史、先行研究分析

アメリカにおける政府主導の文化事業概要（アイゼンハワー期まで）

アメリカの文化外交の歴史は古く、冷戦以前に遡る。1938年、国務省内部に文化交流関係局

（Division of Cultural Relations）が設立された。この 1938年に始動した体制によって、アメリカ

文化外交における二つの原則が生まれる。一つはアメリカ政府機関と非政府組織（NGO）の協

力体制が大いに推奨されること。そして二つ目は既存の施設の有効活用と各国に拠点を設置する

ことである。この二つの原則は、戦後の文化外交体制に継承される 1）。戦後、文化外交体制は

数々の組織再編を経て確立し、それに伴い文化・広報外交における目的も明確化されていく。

1948年に設立したスミス・ムント法により、文化外交の目的はアメリカに対するより良い理解

と、相互理解の推進であると設定される。1952年、国際広報局（OII：Office of International 

Information）と教育交流局（OEX：Office of Educational Exchanges）が統合され、国際広報局

（International Information Agency）と名称を変える 2）。1953年、この IIAが母体となりアメリカ

合 衆 国 広 報 文 化 交 流 局（USIA：United States Information Agency /USIS: United States 

Information Service）が設立され、機能が USIA/USISへと集約される。人的交流以外の分野

（ラジオ、書籍）を USIAが担当し、教育、文化交流はアメリカ国務省が独自に管轄する体制が

出来上がった。

トルーマン政権時、文化事業はなかなか日の目を見ることがなかった。トルーマンはアメリカ

国内の世論を鑑みて 3）、積極的に文化に介入すると言う事はせず、あくまでも穏便に使用するこ

とを好んだ。そのため、ソ連と比較するとアメリカの文化・芸術領域において政府主導の交流事

業が積極的に敢行されるのは遅れた。また、諸外国との比較から、アメリカとヨーロッパ諸国の

芸術への政府資金の支出の違いも浮き彫りになる。アメリカの芸術領域は民間・個人の主導で発

展したため、国内においては戦後も政府の芸術への資金拠出に抵抗感が強かったのだ。一方、ア

イゼンハワー政権になると一転して文化交流事業は加速する。スターリン死後、ソ連が文化外交

を強化したことに危機感を覚えたためである 4）。アイゼンハワーはいかに人心をとらえるかとい

う観点から交流事業の重要性を認識しており、文化外交体制の確立を積極的に推し進めた。しか

し、アメリカ国内では文化をプロパガンダに使用することに対しての強い抵抗意識が依然として
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存在していたため、なかなか思うような資金を獲得することができなかった。アイゼンハワーは

この状況の打開を図り、1954年に大統領緊急基金を新設する。この基金は大統領直属の機関で

あるため、議会の介入を受けず、予算を割り当てることが可能になった。大統領緊急基金を契機

と捉え文化事業は拡大していく。その目的はアメリカに付きまとっていた「文化のないアメリ

カ」、「人種差別が存在するアメリカ」という二つのイメージを払拭することであった。アメリカ

の文化外交では、この二つのネガティブなイメージを払拭し、かつ独自性を打ち出すということ

が重要視された。交流事業（民間／学生の交流、文化芸術事業、アスリートの交流）を推進し、

真のアメリカの姿を示すことで、間違ったイメージを否定するという意味合いが交流事業には込

められていたのである。

そのような流れの中で、1952年から 1956年にかけてジョージ・ガーシュイン作『ポーギーと

ベス』は国外、国内ツアーを敢行し、合計 29カ国で公演を行う。また、ソ連でも公演を行い、

1920年以降初めてソ連を訪問したアメリカの音楽団体となった。国務省によって資金援助を受

けた『ポーギーとベス』には、ヨーロッパにおいてアメリカ文化の芸術性の高さを示す、そして、

黒人オペラであるということから人種差別においてのイメージを払拭するという二つの役割が与

えられたのである。

先行研究について

『ポーギーとベス』に関する先行研究は主に四つに分類される。一つ目は『ポーギーとベス』

という作品の誕生から、その後の再演、映画化といった歩みを網羅的に叙述している研究である。

二つ目は 1930年代、オペラ初演の時期を主題とした研究である。三つ目はオペラという形式か

ら『ポーギーとベス』を分析する研究で、主に音楽的要素を分析する研究と黒人表象を分析する

研究に分けられる。四つ目は 1950年代の『ポーギーとベス』と冷戦との関連に着目した研究で

ある。この四つ目の研究テーマでは、その多くがプロデューサーであるロバート・ブリーンの手

記を使用しており、彼の視点から国務省との交渉、ソ連公演におけるジレンマなどが記述されて

いる。またこれら先行研究では作品の黒人表象に重点を置く研究が目立ち、作品をオペラと規定

した上で分析が行われている。加えて『ポーギーとベス』という作品を輸出する側の視点は語ら

れているものの、公演を受け入れた国々で、どのように作品が受容されたのかについては、デイ

ヴィッド・モナドの二つの著作を除き、詳細な検討はなされていない。

本研究では国務省側の資料を一次資料として使用し、1950年代『ポーギーとベス』の海外公

演について検討する。また作品を分析するにあたり、上演形態、人種表象という側面に着目した

い。この二つの要素は先行研究において同時に語れられることなく、黒人表象が主に強調されて

きた。しかし、「黒人オペラ」である『ポーギーとベス』において、これら二つの要素は切り離

して考えることは難しい。またこの二つの特徴はそのまま、冷戦期アメリカが抱いていた弱点で

もあった。そのため本研究では『ポーギーとベス』の特徴とアメリカ文化外交の二つの柱の親和

性に注目することで、作品の持つ「アメリカ像」と作品送る側そして受容する側にとっての「ア
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メリカ像」とは何であったのかを明らかにする。

1章『ポーギーとベス』について

1.1　1950年代の海外公演と文化外交史における『ポーギーとベス』の重要性 

『ポーギーとベス』がアメリカの文化外交史において頻繁に言及されるのは、この作品が、戦

後初めてソ連で公演を行ったアメリカの舞台作品だからである。キャストのほとんどが黒人であ

る『ポーギーとベス』は、アメリカ人作曲家によって手掛けられた「アメリカの黒人オペラ」で

あり、ソ連の「文化のないアメリカ」「人種差別のあるアメリカ」といったプロパガンダに対抗

するにはまさに最適の作品だった。国務省の支援を受けてエヴリマン・オペラ・カンパニーが初

めてヨーロッパで『ポーギーとベス』を上演したのは 1952年である。ベルリンとウィーンでの

公演においてアメリカ国務省からの資金援助を受けた 5）。エヴリマン・オペラ・カンパニーはプ

ロデューサーであるロバート・ブリーンとブレヴィン・デイビスによって設立された、『ポー

ギーとベス』の上演を専門とした劇団であり、後の 1954年～1956年にかけては新設された大統

領緊急基金の支援を受け、ヨーロッパツアーを 2度敢行した 6）。

長期に渡って国務省からの資金援助を受けていた理由の一つとして指摘されているのが、劇団

の二人のプロデューサーの経歴と彼らの持っていた人脈である。プロデューサーの一人であるブ

リーンは文化外交事業において芸術家の選考に当たっていた機関であるアメリカ国立演劇アカデ

ミー（ANTA: American National Theatre Academy）と関わりが深かった。1935年に設立された

ANTAはアメリカにおける非商業的な演劇を援助する団体であり、戦後、アメリカ国務省から文

化交流として国外へと送る芸術家を選定する事業を請け負っていた。大統領緊急基金が創設され

ると、ANTAは、資金援助を受ける芸術家、団体の選考を行う外部諮問機関としての役割を担う。

ブリーンはこの ANTAの創設に関わり、1952年に『ポーギーとベス』の上演に携わるまで、重

職として従事していた   7）。一方、もう一人のプロデューサーであるブレヴィン・デイビスも政府

との重要なコネクションを持っていた人物である。彼は、トルーマン大統領の旧知の友人であり、

海外公演を成功させたバレエ・シアター（Ballet Theater）のプロデューサーでもあった 8）。ブ

リーンだけでなくデイビスの存在もまた、国務省の高官らに、『ポーギーとベス』の国外公演が

「アメリカの高級文化」を示すという役割を十分に果たすことができると、担保する重要な要素

となった。国内外で、アメリカ芸術の水準の高さを示すという目的のために、海外公演の支援を

受けた『ポーギーとベス』だが、必ずしもその思惑通りに受容された訳ではない。1952年のベ

ルリン、ウィーンでの公演では、現地の批評紙に「オペラではない」と判断された例も少なくな

かったのである 9）。

1.2　上演史、批評史とガーシュインの名声

『ポーギーとベス』はデュボイス・ハワード著の小説『ポーギー』を原作とした歌劇作品であ
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り、1935年、ニューヨークのアルヴィン・シアターで初めて上演された。作曲家はポピュラー

ソングから、クラシック作品までを幅広く手掛けたジョージ・ガーシュインである。初演当時の

作品への批評を一言でまとめるのは難しい。というのは、批評家が白人か、黒人か、クラシック

音楽にどれだけ精通しているのかにより、作品の評価にばらつきが生じているからだ。クラシッ

ク音楽の批評家は、オペラ・ハウスではなくブロードウェイの劇場で初演が行われたこの作品を

オペラではなく「ブロードウェイ」的であると揶揄した 10）。ガーシュインと同様に黒人オペラを

作曲したヴァージル・トムソンは、『ポーギーとベス』においてガーシュインが伝統音楽とポ

ピュラー音楽、その両方において失敗していると痛烈に批判している 11）。また、白人批評家は南

部における黒人の生活がリアルに描写されていると作品を称賛したが、黒人批評家たちの一部は

これに同調しなかった 12）。黒人批評家たちは、黒人の生活の忠実な描写ではないと白人批評家達

の礼賛に疑問を呈したのである 13）。今日において20世紀に製作されたアメリカオペラの中で最も

偉大な作品」として認識されているにもかかわらず、『ポーギーとベス』は初演当初から常に賞

賛と批判、その両方が入り混じった作品だった。

『ポーギーとベス』を作曲したジョージ・ガーシュインはアメリカ音楽史においてクラシック

とポピュラー音楽その両方で功績を残した唯一の人物として讃えられている。「フォーク・オペ

ラ」『ポーギーとベス』は、ガーシュインの晩年の作品であり、彼が遺した最後の作品でもある。

しかし、同時代においての評価は決して高かったとは言えない。特にコンサート作品と呼ばれる

クラシック／芸術音楽の分野においてのガーシュインの評価は今日とは対照的である。ガーシュ

インが礼賛される際に用いられる語句としては、「クラシックとポップスの両分野で活躍した」、

「20世紀のアメリカにおいて大衆音楽とクラシックの分野で世界的な影響力を持ったただ一人の

アメリカ人」 14）といったものが挙げられる。しかし当時、クラシック・芸術音楽の作曲家らは彼

を仲間として認識していなかった 15）。それは、ガーシュインと同時代を生き、後に「アメリカ音

楽の父」と称され、1960年に国務省の援助のもとソ連ツアーに参加したアーロン・コープラン

ド 16）の評価とは正反対である。

こうした評価の背景には当時の作曲家事情がある。オペラとミュージカルやショーといった当

時勢いのあった芸能との違いには編曲者が介在するかという問題があった。ミュージカルには作

曲家（song writer）と編曲者がおり、様々なアレンジを加えることで、楽曲により多くの音楽的

要素を挿入していくことが可能であった。一方、オペラにおいて、編曲者は存在せず、作曲家

（composer）が楽曲の全ての要素を手がける。ミュージカルの楽曲を多く製作したガーシュイン

は『ポーギーとベス』以外の作品では編曲者を一部使用していた。そのため、全ての作業を一人

で行う芸術音楽の作曲家とは区別されたのである 17）。このポピュラー音楽、大衆音楽というイ

メージは根強く、冷戦という文脈においても、ガーシュインの作品はアメリカの音楽批評家から

好意的な感触を持たれなかった。

そのため『ポーギーとベス』という作品自体も複雑な上演史を持つ。1935年の初演は、従来

のオペラとは異なる独自性が批判の種となり、興行的には失敗に終わる。その後 1941年に再演
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されるが、演出家は『ポーギーとベス』を確固とした舞台芸術のジャンルに当てはめることを避

け、よりエンターテインメント性を追い求めたアプローチをとる 18）。1950年代には前述のブリー

ンの演出により、再び上演されるが、国内と国外では明確に上演形態が区別されていた。国内で

は多くの観客を惹きつけるためにミュージカルとして、国外ではオペラとして上演されたのだ。

1960年代、70年代にかけては、人種差別、公民権運動との関わりで作品への批判が避けられず、

なかなか上演に漕ぎ着けなかった。その後、1985年にメトロポリタン歌劇場で初めてオペラと

して上演され、翌 1986年のグライドボーン音楽祭においても上演される。2011年にはダイア

ン・ポーラスが新演出としてキャラクターの解釈に変更を加えた現代的なミュージカル版として

上演した。2019年には、約 30年ぶりにメトロポリタン歌劇場でオペラとしての新演出版が上演

された。以上の上演史から推測できる通り、『ポーギーとベス』はオペラとして上演される場合

もあればミュージカルとして上演される場合もある。二つの異なる舞台芸術の上演形態（オペラ、

ミュージカル）を一つの作品が自由に行き来する、数少ない作品なのである。

1.3　『ポーギーとベス』の特徴

『ポーギーとベス』が他のオペラ作品と異なる点は大きく二つある。この二点は作品の独自性

であると同時に、その評価が批評家によって異なる大きな要因でもある。一つ目は音楽性である。

この作品は他のオペラ作品に倣って正式編成の交響管弦楽団によって演奏される 19）。しかし、

ガーシュインは『ポーギーとベス』において従来のクラシックとポピュラー音楽を組み合わせ

た 20）。クラシックだけではない多様な音楽の要素を感じることのできる楽曲の豊さこそ、『ポー

ギーとベス』が他のヨーロッパ古典オペラと一線を画する特徴である。しかしながら、舞台芸術

の分類という観点では、この音楽性が『ポーギーとベス』の位置付けを難しくしている。ガー

シュイン自身が「フォーク・オペラ」と称して、作品をオペラであると主張したのにもかかわら

ず、「ブロードウェイ・ミュージカル」のようだという批判が作品には常に付き纏っている理由

はポピュラー音楽の要素を感じることのできる音楽性にあるのである。

作品を特徴づける二つ目の要素は、『ポーギーとベス』ではキャストのほとんどが黒人で構成

されており、ブラックフェイス（白人が黒塗りをして黒人の役を演じること）で上演されなかっ

た点である。『ポーギーとベス』が初演された 1935年当時、黒人が出演する舞台芸術作品が存在

しない訳ではなかったが、オペラという白人が観客のほとんどを占める上演形態では、黒人の存

在はまだまだ珍しかった。白人が観客として圧倒的多数を占めるブロードウェイ、ニューヨーク

の演劇界において、70人近いキャストがほぼ全て黒人で占められており、白人の役は警官しか

登場しない『ポーギーとベス』は異質な存在であったと言える。また「黒塗り」を行わなかった

という点も注目に値する。作詞家として『ポーギーとベス』に携わったアイラ・ガーシュイン

（ジョージの兄）は生前、全ての役（警官をのぞく）において黒人歌手が演じるべきであると規

定している 21）。ブラックフェイスで上演を行わなかったということは、すなわち、白人によって

奪われていた黒人の役を黒人自身が演じることができるということである。それは、才能ある黒
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人歌手達に舞台に立つ機会を提供することを意味する。アメリカのオペラ歌劇場の権威であるメ

トロポリタン歌劇場に黒人歌手が主要なキャストとして立ったのが 1955年である 22）ので、『ポー

ギーとベス』は遡ること 20年前から、実力のある黒人歌手にその才能と実力を披露する機会を

提供していたのだ。

2章　オペラとして送ったのか、オペラとして受容されたのか

2.1オペラかミュージカルか

オペラとミュージカルは舞台芸術の中でも歌劇に分類され、とても似通った上演形態である。

その理由は、ミュージカルとオペラがある種の親子関係に位置する舞台芸術だからだ。ミュージ

カルがジャンルとして確立したのは 1920年代のことであると言われている。ヨーロッパ生まれ

のオペラから派生したオペレッタを起源に持つミュージカルは、アメリカにおいて流行のショー、

レヴュー等の要素を取り入れて発展していった。また、その過程において楽譜音楽産業、ラジオ

といったビジネスに対応していき、密接な関わりと持つことによって大衆化していった歌劇様式

である 23）。

オペラとミュージカルは歌を用いながら物語が展開していくという点では類似性を持つが、音

楽様式、題材、オーケストラ編成、劇場、観客層といった点で異なっている。また物語に占める

歌の比重も違う。オペラが歌を基調として進行するのに対して、ミュージカルはストーリーに

沿って歌が挿入される。音楽様式では、オペラがより芸術性の高い、クラシック音楽を用いてい

るのに対して、ミュージカルはより大衆性、商業性の高い、ポピュラーソングを多用している。

両者で上記のような違いが生じるのは、オペラとミュージカル双方が観客として想定している社

会層が異なるからである。オペラは王候貴族の意向により製作された歴史から 24）、より高尚な、

アッパーミドルクラスの芸術として認識され、ヨーロッパからの文化を継承する芸術様式として

認められていた。一方で、1920年代～30年代にかけて、移民の流入によりアメリカで勃興した

新興中流層らの需要を満たす為に、生まれたのがミュージカルである。ミュージカルはエンター

テイメント要素の強い流行の舞台形態、歌、ダンスなど吸収することによって、発展したアメリ

カ生まれの舞台芸術様式であった 25）。そのためオペラとミュージカルという二つの歌劇様式は、

アメリカ国内において、さまざまな構成要素の違いから異なる上演形式であると区別されていた。

では『ポーギーとベス』はそのどちらなのであろう。結論から言えば、どちらの要素も多分に

持ち合わせている。『ポーギーとベス』は上記にあげた、音楽性という観点ではミュージカルに

偏っている。ガーシュインは、芸術音楽のみならず、ジャズやブルースを取り入れながら、ポ

ピュラーソングの影響を感じることができる曲を書いた。そのため、古典オペラとは異なり、当

時人気のあった大衆音楽の要素がふんだんに散りばめられている。また題材も、1920年代のア

メリカ、サウスカロライナ州の黒人コミュニティを舞台としていることから、ミュージカルで多

く見られる、同時代的なアメリカ社会を描き出そうとしていることが窺える。オペラで見られる
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ような現実離れした設定ではなく、賭博ゲーム、殺人、強姦といった暴力的なシーンも描かれて

いることから、夢見心地ではいられない、黒人コミュニティのリアルな様子が赤裸々に語られて

いることがわかる。一方で演者の選定では、オペラの要素が強い。初演こそオペラ歌劇場ではな

く、ブロードウェイで上演されたが、その出演者は圧倒的に正規の音楽教育を受けた声楽家が多

数を占めていた。またオーケストラの編成もオペラの様式を踏襲した大編成の管弦楽団であった。

音楽や題材などの点でミュージカルの要素が強い『ポーギーとベス』は、オペラ様式のオーケス

トラ編成の下、声楽の教育を受けたプロフェッショナル達によって上演された。つまり、『ポー

ギーとベス』は内容（音楽、題材）と上演形式（キャスト、オーケストラ）が相反する、オペラ、

ミュージカルの両要素を併せ持つ、分類の極めて難しい作品なのだ。

また作品の分類にはアメリカ社会における音楽の序列という問題も付随する。当時のアメリカ

音楽は、芸術性の高いオペラを含むクラシック、芸術音楽の領域と、大衆受けが良く、エンター

テイメント性の高いミュージカルを含むポピュラー音楽の領域に二分されていた 26）。19世紀後半

以降、アメリカに大量の移民が流入してきたことに伴い、エリートや知識人によって文化の序列

化が行われた。外国語での上演が行われたオペラは高級文化（high culture）へ、英語で上演さ

れた大衆人気の高いものは大衆文化（low culture）として分類される。加えてヨーロッパにおい

て、オペラは国家アイデンティティの象徴として発展していったという背景があった。作曲家達

が自国の伝統音楽や民俗音楽の独自のリズムを取り入れてオペラを作曲していたのだ 27）。一方、

アメリカではオペラにおいて、ベルディやワーグナーと並ぶような、そして国家アイデンティ

ティを投影できるような作品は存在しなかった。そのため、アメリカ人作曲家達は、アメリカ像

を映し出すことのできる、ヨーロッパの大家の作品と肩を並べることができる、国家を代表する

に足るオペラ作品を製作しようと模索していた 28）。国家を象徴する文化としての需要をも、アメ

リカ産オペラは内包していたのである。こういった背景を鑑みると、オペラとミュージカルの中

間に位置する『ポーギーとベス』は、欧州の高級文化の伝統、芸術性とアメリカが誇る大衆性と

エンターテイメン性の融合を図った作品であった。

2.2　冷戦時のアメリカ文化外交における高級文化

1953年のスターリン死後、ソ連は方針転換をはかり、プロパガンダにおいて芸術分野を多様

に活用するようになる 29）。ボリショイバレエ団の派遣など、高級文化と呼ばれる領域を積極的に

採用して、ソ連の芸術性の高さを強調することにより、アメリカの芸術性の低さ、文化の欠如を

指摘して、攻撃したのである。これに対抗するためアメリカ国務省は質の高いアメリカの芸術家

を海外に派遣することによって、自国の芸術性の高さを提示しようと画策していた。そのため文

化外交において国外に送られた事業は、大衆人気の高いものより、芸術性において評価が高いも

のが優先された。文化事業の選定には現地のニーズを理解しているとして、外交官の意見も多少

なりとは反映されたが、外交官の間でも人気の高い音楽より、上品で洗練された高級文化がより

重要視されていたのである。アメリカ国務省は、文化事業政策を推進するにあたり、芸術家の選
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定を ANTAに委託する。ANTAは国務省の要望に合致するような芸術家をあらかじめ、独自に

選定していたため、芸術家、芸術団体の選考には多分にこの ANTAの意向が反映された。

特に音楽部門は、明らかにクラシック音楽、芸術音楽に偏重していた。音楽部門で、ツアーを

行うことを許可された芸術家のうち、クラシック音楽が約 8割にのぼる。申請を却下されたもの

には、ラテン音楽、ブルース、カントリー、ゴスペル、ロックンロールなどが含まれていた 30）。

つまり、音楽部門において、アメリカ国内の幅広い音楽ジャンルを網羅することには、重きが置

かれていなかったのである。しかしながら、クラシックという音楽がジャズやブルースと異なり、

ヨーロッパの影響がより強いジャンルであると認識していた ANTAは国外へと派遣される場合、

必ず一曲はアメリカ人作曲家の作品を演奏曲に加えることを推奨した。これにより、ヨーロッパ

が主流の芸術音楽においてアメリカの独自性を打ち出すことができると考えていたのだ 31）。

その点、オペラという芸術形式は最適であった。ヨーロッパの伝統を継承する舞台芸術である

オペラにおいて、ヨーロッパの模倣ではなく、アメリカ的な作品を派遣できれば、アメリカにも

高級文化が存在する、芸術領域においてもアメリカが優れていると証明することができるからで

ある。

2.3　オペラとして送ったのか（劇団、国務省）

『ポーギーとベス』は 1952年から 1956年にかけて、西欧、東欧、中東、ラテンアメリカで上

演を行った。国務省の文化事業（Cultural Program）の一環として支援を受けたウィーン、ベル

リンでの最初の国外ツアーを終えた 1952年から翌 1953年にかけて、『ポーギーとベス』は国内

を巡業する。ただこの国内ツアーでは作品ジャンルをオペラと規定しなかった。これにはブリー

ンの意向が大いに反映されていた。ブリーン自身は『ポーギーとベス』がアメリカ舞台芸術の水

準の高さを示すことのできる格好の国産作品だと捉えていた 32）。そのため、より多くのアメリカ

人にこの歌劇を鑑賞する場を提供したいと考えていたのである。国内ツアーにおいては作品ジャ

ンルを濁す、あるいはミュージカルとして宣伝活動を行うことによってオペラとしてよりも多く

の観客層に観劇してもらうことができると考えたのだ。国内ツアーでは『ポーギーとベス』をオ

ペラと定めることなく公演を行ったが、その後の国外ツアーでははっきりとジャンルを打ち出し

て公演を行った。スカラ座などの歴史あるオペラ歌劇場での公演が行われた国外公演では、ポス

ターにもオペラと銘打って宣伝、広報活動が行われたのである 33）。

一方、政府内部において作品の分類について共通認識が形成されていたわけではない。なぜな

ら、政府文書において『ポーギーとベス』には一つの決められたジャンルの呼称が与えられてい

ないからである。ユーゴスラビア公演の報告書では作品名の前に「舞台劇（stage play）」 34）とつ

けられており、文化・芸術派遣事業の目録ではミュージカル（"Porgy and Bess”musical） 35）と表

記されている。一方でプラハ大使館からの本国に向けた報告文書ではオペラかミュージカルかと

いったジャンルを明記せずに『ポーギーとベス』と作品名を記すにとどまっている 36）。アメリカ

国務省は、自国にも高級文化があることを示すために明確に『ポーギーとベス』を「オペラ」と
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して、派遣しようと考えていた 37）。それにもかかわらず、『ポーギーとベス』という作品名の前後

につけられる呼称はオペラに固定されず、政府文書において『ポーギーとベス』が常にオペラと

表記されていたわけでもない。政府文書においても『ポーギーとベス』は舞台芸術様式を行き来

するのだ。そして、政府文書内での分類の一貫性のなさから、既存研究においても作品の呼称は

変化する。作品をオペラと表記する研究が多い中で、ウォルター・ヒクソンの『パーティング・

ザ・カーテン』では、ミュージカルとして記述されている 38）。

アメリカ国内において『ポーギーとベス』は劇団側でも、国務省、政府内部においても、オペ

ラ、ミュージカルという二つの形態を行き来している作品であった。劇団側が意図的にジャンル

を明示しなかった一方で、政府は高級文化としてのオペラを派遣することを重要視していた。そ

れにもかかわらず、政府文書において『ポーギーとベス』には統一した呼称が付与されず、文書

によって上演形態が変化する。作品をオペラと定義することで「文化のあるアメリカ」を提示し

ようとしていた政府内においても『ポーギーとベス』は曖昧な分類に留め置かれ、国内では高級

文化としてではなくより大衆文化に近い作品として上演されたのである。

2.4　オペラとして受容されたのか（ソ連、チェコスロバキア、ポーランド）

アメリカ国内においてオペラとミュージカル二つの上演形態を付与されていた『ポーギーとベ

ス』は、同年代の国外公演において、二つのうちのどちらとして受け止められていたのであろう。

ソ連、東欧地域において、『ポーギーとベス』は政府からの資金援助を受けずに上演を行った。

劇団が独自で他国と交渉を行うことによって公演地が決定したのである。チェコスロバキアでの

公演においてはアメリカ側からの公式の申し出ではなく、チェコスロバキア政府の主導で公演を

行うことが決定したとされている 39）。しかし、これらの公演において政府からの援助が皆無で

あったわけではない。現地 USISや大使館は『ポーギーとベス』の公演に際してレセプションを

催し、現地評を通じた作品の受容分析、ワシントンへの報告、劇団との連絡事項の共有を行って

いた 40）。

結論から述べると、ソ連、東欧、北欧において『ポーギーとベス』はオペラとして受け止めら

れた。しかし、全ての現地評においてオペラと認識されていたわけではない。『ポーギーとベ

ス』をオペラとすることに異を唱える現地評も存在する。プラハの現地紙では「オペラ？プログ

ラムの副題ではミュージカル・ドラマと読める」 41）といったオペラであることに疑問も抱いてい

るような記述があり、アメリカ本国における批評と近い見解を示している。またモスクワでの現

地評においては「ミュージカルドラマ『ポーギーとベス』（Gershiwn’s musical drama“Porgy and 

Bess"）」と記載され、後の段落において「この作品は条件付き（conditionally）でしかオペラと

呼ぶことができない」、「これはミュージカル・ショーである」 42）と指摘しており、ここから全て

の観客、批評家が必ずしもオペラとして作品を捉えていなかったことが窺える。またオペラとし

ては受け入れられても、古典オペラの系譜に連なる作品としては受け止められていなかった可能

性が存在する。モスクワでの他の現地評においては「ショー『ポーギーとベス』ではいくつもの
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変わった印象を受けた、この作品はオペラやオペレッタに通例の形式的枠組みには当てはまな

い」 43）と記載されている。いくつかの現地紙において、作品はオペラではなくミュージカルに近

いのではないかという議論が上がったが、それは作品をオペラとして受け取った現地評のわずか

にしか過ぎない。大使館へと送られた現地評の翻訳資料のうち、作品の形態に対して疑問を呈し

た現地紙は 14紙中 3紙のみであり、その他の現地評ではオペラと表記されていた。この点にお

いて、『ポーギーとベス』はソ連、東欧において概ねオペラとして受容されたと言える。一方で

古典オペラと同等の作品として理解されたかというと、そうではない。「独創的な芸術（original 

art）」 44）や新しいオペラ、既存のオペラの枠組みとは少し異なる作品として認識されたといえる

であろう。すなわち、『ポーギーとベス』はオペラとして受け止められた一方で、アメリカ人の

作曲家たちが志向したヨーロッパの大家に連なるオペラの名作としては捉えられていなかったの

である。この点から『ポーギーとベス』は、政府が思い描いたヨーロッパ諸国と同等の文化的価

値を有する高級文化として認識されず、アメリカならではのアクセントを加えた「新しい形式」

として受け止められたのである。

「高級文化」、「芸術性の高いアメリカ」を打ち出すため、国内では濁されていた上演形態を国

外ではオペラと名言して公演が行われたことが、『ポーギーとベス』の 1950年代公演の特徴の一

つであり、アメリカがいかに高級文化を国外へ発信していこうとしたかを表している。確かに、

その点において、『ポーギーとベス』は狙い通り、オペラとして受容された。一方で 1930年代か

らアメリカ国内のクラシック作曲家が志向したような国を代表するような、芸術性の高いものと

しては認識されなかった。公演は概ね成功であったと言えるが、アメリカ政府が望んだヨーロッ

パと同様の音楽性の高さ、芸術性の高さを『ポーギーとベス』において示すことができたからは

更なる議論に値する問題である。

3章　どのように黒人性が受容されたのか

3.1　『ポーギーとベス』：黒人とオペラ

『ポーギーとベス』は 1920年代のサウスカロライナ州の黒人コミュニティを舞台としている。

その為、主要な登場人物のほとんどが黒人の役であり、70人前後の出演者の大多数は黒人で構

成されている。この配役は 1930年代に製作された舞台作品において、とても珍しかった。オペ

ラにおいて、黒人が登場する作品はそもそも少なく、かつそれらの役を白人ではなく黒人が演じ

るというのはさらに希少だった。オペラ歌手として黒人達は 19世紀から活躍していたが、容姿

がクラシック音楽において軽蔑、侮蔑の対象となり、その高い音楽能力を認められていたにも関

わらず、正当な評価が与えられなかった 45）。その為、主な配役として黒人歌手が著名なオペラ歌

劇場の舞台に立つのは戦後になってからであった。黒人歌手の受け皿となった一方で『ポーギー

とベス』で描かれる物語は、初演当初から、特に黒人批評家たちから大きな非難を浴びることと

なった。彼らは作品での黒人描写が白人から見た黒人のイメージの焼き直しに過ぎず、黒人に対
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して野蛮や未開といったイメージを付与すると指摘し、作品内で描かれる黒人像に対して否定的

な見方をしていた。そのため初演をみた黒人たちは、人種への古いステレオタイプや固定概念が

作品内では再生産されているとして、『ポーギーとベス』の作品内容に反発したのである 46）。

そして黒人表象に関しての批判は、内容だけではなく、製作陣への批判へと結びつく。なぜな

ら、演者の大多数が黒人であるにも関わらず、作品の製作陣が白人で占められていたからだ。黒

人社会を描く『ポーギーとベス』が白人主体の製作陣で占められていたという事実から、黒人を

描く正当性や真正について、初演当初から、主に黒人批評家によって批判が与えられてきた。ま

た、ガーシュインは作品内で既存の黒人霊歌ではなく、オリジナルで作曲した楽曲が使用した。

黒人批評家は、黒人の間で受け継がれてきた既存の楽曲が多数あるにもかかわらず、それらを独

自に作曲した点において違和感を感じ、「黒人音楽を正確に表現できていない」とガーシュイン

を批判したのだ 47）。

3.2　冷戦と人種、文化外交における黒人

『ポーギーとベス』が海外公演を行った 1950年代においてアメリカは国内、国外での人種問

題に直面していた。というのも、第二次世界戦後、アメリカ国内での人種問題が国際社会におけ

るイメージに大きな影響力を持つようになったからである。当初、アメリカ国務省は人種問題を

あくまでのアメリカの国内問題と認識しており、外交関係や国際世論において多大な影響力を与

える事象ではないと、人種問題を軽視していた 48）。しかし、冷戦構造が徐々に確立されていく過

程において、ソ連はアメリカ（特に南部）の人種隔離政策を指摘し、プロパガンダを通じて、ア

メリカの国内の矛盾を攻撃していくこととなる。特に 1957年のリトルロック事件はアメリカ国

内における人種差別、黒人への偏見、暴力が表沙汰となり海外におけるアメリカのイメージを大

きく傷つける事件となった 49）。同盟国であった西ヨーロッパ諸国からも非難の声が上がり 50）、人種

というファクターが国際的な論点として無視できないほどの重要性を持つこととなったのだ。特

に独立を果たした新興のアフリカ、アジア諸国との外交において、「自由で平等な国家」を掲げ

るアメリカ国内の人種差別は、帝国主義を彷彿とさせる深刻な問題であった。アメリカ国内の人

種問題が国際的に表面化すると、彼らにとってアメリカは「自由と平等の国」ではなく、帝国主

義思想をもった、白人支配層と同様の存在として捉えられたのだ。また、ソ連が人種差別からア

メリカの矛盾を攻撃するプロパガンダを推し進め、共産主義による平等を説くと人種差別は単な

る国内問題として看過できる事象ではなく、重要な争点となっていた。

「人種差別のあるアメリカ」というソ連のプロパガンダに対抗するために、国務省は、黒人の

芸術家を親善大使として送ることで、負のイメージを払拭しようと考えた。文化事業としての黒

人音楽家たちの海外派遣に際しては、高級文化、芸術性が高い分野においての派遣が特に重要だ

とされていた。プロパガンダにより、アメリカに住む黒人たちは劣悪な環境の中、貧しい暮らし

を送っていると考えられていた。そのため、高級文化において黒人アーティストを派遣すること

によって、アメリカ国内での黒人が貧しい経済状況に留め置かれているという間違った認識を正
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し、対照的に、アメリカ国内で黒人がどれだけ文化的価値の高い芸術において専門性を極めてい

るということを示すことで、人種問題は過去の問題であり、人種差別は存在しないと示そうとし

たのである。

一方で、国務省高官はソ連のアメリカに対するプロパガンダに対抗するため、高級文化におけ

る黒人のプレゼンスの高さを示すだけでは十分でないという認識も同時に抱いていた。黒人音楽

と呼ばれるジャズといった領域で黒人の存在感の大きさを主張することが必要だと考えていた 51）。

一方でジャズミュージシャンたちは、この機会を国内の人種政策への意見を述べる場として活用

し、国外へ発信されるイメージとアメリカ国内事情には大きな乖離があることを音楽と共に抗議

していた   52）。海外公演において国務省が黒人アーティストたちの言論の自由を、完全にコント

ロールすることは難しかったのである。また黒人を文化的使者として国外に派遣することは、人

種差別を肌で経験している彼らの声を国際世論に届けてしまうだけではなく、『ポーギーとベ

ス』のような黒人に対するステレオタイプが反映されている作品を輸出してしまう危険性も孕ん

でいた 53）。黒人アーティストの派遣はソ連のプロパガンダを払拭するには有効な手段であった一

方で、黒人のアメリカにおける実体験が国外へと伝えられる諸刃の剣であったのだ。

国内の人種問題の背景を抱えながら国務省は『ポーギーとベス』の海外公演を 4年という長期

に渡って支援する。ただし、国務省は作品内における黒人表象が必ずしも適切であると言えない

ことを認識していた。しかしながら、作品が上演される前段階において『ポーギーとベス』で描

かれる内容が必ずしも現在のアメリカの人種事情を描いたものでない、と注意書きを加えること

によって、黒人批評家たちが想定した誤解を防ぐことができると考えていたのである。また作品

が 1950年代のアメリカを描いていないことから、『ポーギーとベス』で描かれている状態より、

黒人を取り巻く環境が改善したことを主張できると信じていた。

3.3　黒人表象を理解した上で送ったのか（劇団、国務省）

西欧諸国での公演を国務省は積極的に援助したものの、国務省は 1955年から 1956年にかけて

行われたソ連・東欧公演には難色を示していた。その為、ソ連・東欧公演では、国務省の外交事

業の一環としてではなく、あくまでも、商業的、相手国側からの招待を受けて、劇団が上演を

行ったというスタンスを崩さなかった。ビザや、公演地での資金面以外での援助といった面から

影では支えていたものの、主に資金面で作品と国務省が公的に結び付けられることを、ソ連、東

欧公演では避けていたのである。それまで国務省は、特に劇中の黒人描写と黒人キャストの舞台

外での身なりや振る舞いとの差異から、さらには高級文化としてのオペラに多くの黒人歌手が参

加できているという事実から、『ポーギーとベス』を支援することで人種問題にアメリカが取り

組んでいることを描き出そうとしていた。しかし、ソ連での公演においては、作品を取り巻く環

境ではなく、作品そのものの黒人表象が強調されることによってプロパガンダに利用されかねな

いと危惧したのである。人種という側面を劇団よりも強く、国際関係の中で意識していた国務省

にとって、『ポーギーとベス』は内容に不安が残る作品であった。アメリカ政府は作品が人種問
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題において諸刃の剣になりかねない可能性を認識して、作品の現地での受容を大いに気にしてい

たのである。

一方で、プロデューサーであり、上演を指揮したブリーン自身は作品内容については無頓着で

あった 54）が、『ポーギーとベス』が、黒人音楽家達に貴重な機会を与えていることを認識してお

り、だからこそ、作品をより多くの媒体で展開することを望んでいた。また先行研究では、白人

であったブリーンが作品の演出に変更を加えたことで、初演と比較して男性をより野蛮に、女性

をより性的に描いたと指摘しており、作品の演出自体が白人から見た黒人という視点を内在化し

ていたことが窺える 55）。作品がアメリカに住む黒人の過去を描いているという国務省の見方を共

有していたものの、ブリーン自身は上演がよりリアルに、現実的に受け止められることを重視し

ていた 56）。役者がより本物のように見えることを追求したのである。また国務省が黒人批評家達

の意見に一定の理解を示したのに対して、ブリーンは彼らの声を徹底的に無視することで対応し

た 57）。黒人批評家や国務省が危惧した、作品の内容が現実として観客に受け止められるというこ

とをブリーンは否定的には捉えておらず、むしろそれを推奨する、助長するような演出を行なっ

たのである。

3.4　黒人性をどのように受容したのか（ソ連、チェコスロバキア、ポーランド）

では、受容する側は作品内で描かれる黒人達をどのように受けとめたのだろう。批評家達が危

惧した、現実のアメリカ社会を描いていないとの前置きも虚しく、観客はブリーンの思惑通り、

『ポーギーとベス』において当時のアメリカ社会が描かれていると受け取った。ただ、否定的な

印象をあまり受けておらず、「本物」「真実味がある」といった表現に見られるように、まるでそ

の人物が舞台上で存在しているかのように演じたキャストの素晴らしさを指摘したものが多い 58）。

観客の大部分が白人を占めるヨーロッパ公演では、初演の白人批評家たちと同様の印象を受けた

観客が多かったことが窺える。欧州では、作品は黒人批評家や国務省が危惧していた通り、アメ

リカ社会における黒人をありのまま描き出していると認識されたのだ。その一方で、国務省が恐

れていたような、作品自体が人種問題におけるカウンタープロパガンダとして使用されることは

なかった 59）。ただこの点も詳しく見ていく必要がある。というのも、『ポーギーとベス』から数年

後にソ連へ派遣されたアーティストが ANTAの会議において、作品内で描かれた黒人コミュニ

ティの内容が、そのままアメリカの黒人のイメージとなり、黒人は貧しい経済状況に留め置かれ

ているという印象がソ連では顕著であったと述べているからだ 60）。短期的には『ポーギーとベ

ス』はプロガンダとしての流用を免れたものの、数年単位でみると、ソ連が主張していたアメリ

カ像を裏付ける作品となってしまったのである。

ソ連、東欧において、黒人描写がすんなりと受け止められた点以外に特筆すべき点は、ガー

シュインの手腕が評価されたこと、そして霊歌の評価が高かったということである。作品内でも

表象されているスピリチュアルの宗教的側面（黒人キリスト教徒の祈りの形態）はプラハでの批

評ではほとんど触れられていないが、モスクワの数紙では意識されている。また、アンサンブル
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の音楽的な側面（コーラスの巧みさ、正確さ、重厚感）はほとんどの現地評で触れられており、

ガーシュインの黒人民俗音楽をクラシックに落とし込んだ手腕と合わせて一定の評価を得ていた。

このようにアメリカ国内で問題となった、作品内のスピリチュアルの真正性については、ソ連、

東欧では議論されなかった。アメリカ国内と異なり黒人霊歌に慣れ親しんだ土壌のないソ連、東

欧においてガーシュインが独自で作曲したオリジナルのスピリチュアルも黒人キャストが歌唱し

ているという時点で、疑いようのないほどリアルな音楽表現となったのである。

ソ連・東欧公演での現地評から推察するに、「人種差別のあるアメリカ」という印象を『ポー

ギーとベス』で完璧に払拭できたとは言い難い。しかし、一方で作品が送られた国家（ソ連、

ポーランド、チェコスロバキア）のほとんどが白人層の多いヨーロッパ諸国であったことから、

初演当初からアメリカ国内で批判の対象となった黒人の描き方、音楽の真正性という批判はある

程度避けられた。ただし、黒人たちが作品の派遣を反対した理由、つまり作品内容が「現実のア

メリカ」として認識されることは、回避できなかった。一方で、「現実のアメリカ」と認識され

ることによって、まるで舞台上に登場人物が存在するかのような生き生きとした演技が絶賛され

た。その点において政府の意図した、「黒人の芸術性の高さ」を示すという任務は果たせたと言

える。

終章：『ポーギーとベス』のソ連・東欧公演から見えてくるアメリカ像の差異

『ポーギーとベス』は、初演当初から巻き起こるオペラなのか、ミュージカルなのか、黒人を

適正に描いた作品なのか、否かという議論において明確な答えを提示してこなかった。上演年、

上演する劇団、公演場所よって、この作品はオペラとミュージカルの間を行き来する。1950年

代において、国内ツアーではミュージカルとして宣伝を行い、より多くの観客を引き寄せようと

した。一方、国務省からの資金援助を受けた国外公演では高級文化を打ち出した政府の意向に従

い、オペラとして、数々のオペラ歌劇場で上演された。黒人表象という観点からは、その黒人描

写が偏っていると黒人コミュニティ内部から批判された。またガーシュインが作曲した民俗音楽

（スピリチュアルなど）も正確に黒人音楽の持つリズムや響きが反映されていないと黒人音楽家

から非難された。一方でこの作品は黒塗りを是としないことで黒人オペラ歌手に活躍の場を提供

し、クラシック音楽を含む高級文化の領域において彼らの芸術性の高さを示す格好の機会とも

なった。

黒人オペラであるがゆえに、アメリカ文化外交が打ち出そうとした二つのアメリカ像を併せ

持っていた『ポーギーとベス』は、国務省にとってまさに最適の芸術作品であった。文化外交史

において最も成功した文化交流事業として『ポーギーとベス』の名が挙げられるのは、政府自体

がこの作品を成功したとみなしているからある。しかしながら、作品が政府の意図した「アメリ

カ像」を本当に象徴していたかどうかについては、議論に値する。先行研究や作品の上演史から

推測できるように、政府が打ち出そうとしたアメリカ像は、まさに『ポーギーとベス』の公演に
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際して議論の的となった、二つのグレーゾーンであったからだ。またこの二つの要素をどう扱う

のかという観点では国務省と劇団の間で意見の相違があり、必ずしも、作品を国外へ派遣する側

の意見が統一されていたわけではない。

ソ連・東欧といった地域で作品を観劇した人々は概ね、国務省の思惑通り、作品を受容したが、

それは想定と完全に一致していたわけではない。ある種、物理的な距離と国内の人種構成の違い

が作用して、アメリカ国内で起きたような論争はソ連、東欧では巻き起こらなかった。ただし、

派遣する側が提示したイメージを 100％受容した訳でもない。オペラという上演形態は認めつつ

も、『ポーギーとベス』はヨーロッパ古典に連なる偉大なオペラとしての評価を受けず、そのオ

リジナリティが評価された。人種という観点においても、『ポーギーとベス』は対米人種プロパ

ガンダにはある程度、反駁できたものの、黒人のステレオタイプなイメージを助長するのにも一

役買ってしまった。1950年代の『ポーギーとベス』は必ずしも、アメリカ政府が意図したイ

メージ、アメリカ像を伝えたとは言い難い。ある側面においては受容され、ある側面では劇団の

意図が強く伝達された。『ポーギーとベス』はアメリカ政府が描こうとした理想のアメリカ像を

高級文化、人種という点から内包した作品であったと同時に、作品が独自に持つジャンル、黒人

という課題から政府の描こうとしてアメリカ像に疑問を提示する作品でもあったのである。
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